第6章　モデル分析

ｊ国が日本、ｃ国が中国とし、以下の記号を用いる。
被害関数
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中国の排出量　
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中国の初期排出量：
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越境汚染：
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（どれくらいの割合で越境するか）
（Tについて）
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　　Tは中国が排出したもののうち、どの程度国外へ越境していくかを示す関数である。従い、変数はQ。また、排出したものがどれくらい越境していくか、というのを排出したものの割合であると単純に考えられるため、
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の定数）というような関数になる。
このとき中国の被害関数は以下の式で表せる。
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また、日本の被害関数は以下の式で表せる。
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同様に中国の費用関数を表すと
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となる。

ここで、中国側について、
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を考える。
上記の式より、
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が導かれる。

これは限界被害＝限界削減費用となることを示す。

これを満たす
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を
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とし、現在中国は
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を排出している。

次に日本と中国両国にとっての社会的最適点を考える。

両国の利潤を最大化することを考えると、
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となる。

これを解くと、
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が導かれる。

つまり、両国の限界被害の和＝中国の限界費用となればよい。

これを満たす
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を
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とする。

以上のことをグラフにまとめると下図のようになる。
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よって、グラフの通り、
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であり、社会的最適点を達成するためには、さらなる削減が求められる。しかし、中国にとってこれ以上削減を行うことは利潤の最大化に反することとなり、このままでは達成は難しいと考えられる。
それでは、どのようにしてこの社会的最適点を達成すればよいのだろうか。

ここで、私たちは、（１）日本が中国に大きな初期投資をして、中国の削減技術の革新を促す場合と、（２）日本が中国に資金援助をし続け、生産を抑制し排出を削減する場合の二つの削減方法について考える。
（1） 技術革新

日本が中国に投資し、技術革新を促す。削減技術の向上によって中国の限界費用曲線は下にシフトする。日本は社会的最適点を達成するために、
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で交わるような
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に
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をシフトさせる。これを表したのが下の図である。
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このとき日本の便益は　　　台形
　　　　　　　費用は　　　表せない

　　　　中国の便益は　　　ちょっとでかい台形

　　　　　　　費用は　　　三角―三角

（２）資金援助
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